

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































校した華族女学校は、同二十一年十月には、収容人員を大幅に超える二四一名に達し、翌年十月には、麹町区永田町の新校舎に移転している。学監という立場 煩雑な学務に追われる は、宮中への参内、政府高官等との社交、帰宅しても桃夭塾生の指導や自身の勉学に励む中、家 の問題も抱え、心労 堪えない困難な状況であったと想像できる。そ ような
中でも、常に記録を残し、
諸事に備える姿勢に、女子教育への並々ならぬ熱意と責任感が伝わる。今後も継続して日記を調査し、この間の下田の動向や記載されている人物等を明らかにしていきたい。
■注
1 
平
尾
寿
子
「
伯
母
下
田
歌
子
の
思
い
出
」
高
嶋
伊
都
子
／
山
田
富
子
編
『
竹
の
ゆ
か
り
』
河
出
書
房
　
一
九
九
〇
年
　
二
十
五
頁
2 
大
坂
相
愛
女
学
校
は
明
治
二
十
一
年
七
月
四
日
開
校
、
初
代
校
長
は
大
谷
光
尊
の
妹
大
谷
朴な
お
こ子、
校
主
は
松
原
深
諦
だ
っ
た
（
相
愛
学
園
百
年
史
編
纂
委
員
会
編
『
相
愛
学
園
百
周
年
記
念
誌
』
一
九
八
八
年
）。
3 
明
治
二
十
一
年
六
月
五
日
付
で
華
族
女
学
校
嘱
託
教
師
と
な
っ
た
、
ア
リ
ス
・
ベ
ー
コ
ン
が
葬
儀
の
様
子
を
記
録
し
て
い
る
（
ア
リ
ス
・
ベ
ー
コ
ン
著
　
久
野
明
子
訳
『
華
族
女
学
校
教
師
の
見
た
明
治
日
本
の
内
側
』
中
央
公
論
社
　
一
九
九
四
年
　
四
十
七
～
四
十
九
頁
。
な
お
、
嘱
託
教
師
就
任
の
年
月
日
は
『
華
族
女
学
校
第
三
年
報
』
自
明
治
二
十
年
八
月
　
至
明
治
二
十
一
年
七
月
　
に
よ
る
）。
4 『
華
族
女
学
校
第
四
年
報
』
自
明
治
二
十
一
年
八
月
　
至
明
治
二
十
二
年
七
月
　
四
五
頁
。『
華
族
女
学
校
教
師
の
見
た
明
治
日
本
の
内
側
』
五
十
五
～
五
十
七
頁
5 
堀
江
善
子
は
華
族
女
学
校
開
校
時
に
当
分
雇
教
師
、
明
治
二
十
一
年
四
月
に
免
職
し
て
い
る
。
日
記
に
は
よ
し
子
の
名
が
頻
繁
に
記
さ
れ
、
内
容
か
ら
、
当
時
下
田
の
側
近
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
6 『
華
族
女
学
校
第
四
年
報
』
四
十
六
頁
7 
ア
リ
ス
・
ベ
ー
コ
ン
は
下
田
と
は
別
の
日
に
菊
人
形
館
を
訪
れ
、
そ
の
様
子
を
残
し
て
い
る
（『
華
族
女
学
校
教
師
の
見
た
明
治
日
本
の
内
側
』
愛甲晴美　　実践女子大学図書館蔵　下田歌子自筆日記について（一）153
六
十
六
頁
）。
8 
明
治
神
宮
監
修
『
昭
憲
皇
太
后
実
録
』
上
　
吉
川
弘
文
館
　
二
〇
一
四
年
四
六
七
頁
9 
実
践
女
子
学
園
八
十
年
史
編
纂
委
員
会
編
『
実
践
女
子
学
園
八
十
年
史
』
一
九
八
一
年
　
三
十
九
頁
。
ま
た
、
実
践
女
子
大
学
図
書
館
蔵
下
田
歌
子
関
係
資
料
（
以
下
下
田
資
料
）
は
三
島
通
庸
宛
て
書
簡
を
多
数
所
蔵
し
て
い
る
。
10 『
下
田
歌
子
先
生
伝
』
故
下
田
歌
子
先
生
傳
記
編
纂
所
　
一
九
四
三
年
　
二
四
一
頁
（
引
用
文
中
の
旧
字
体
は
新
字
体
に
改
め
て
表
記
し
た
）
11 
下
田
資
料
「
房
女
別
居
覚
書
」〔
平
尾
鍒
蔵
年
譜
〕、「
鍗
蔵
行
状
に
つ
い
て
聞
書
」
参
照
。
実
際
に
戸
籍
を
変
更
し
た
か
は
不
明
だ
が
、
鍒
蔵
は
武
久
房
と
旧
姓
を
記
し
て
い
る
。
12 「
妖
婦
　
下
田
歌
子
　
二
十
五
」『
平
民
新
聞
』
明
治
四
十
年
三
月
二
十
六
日
13 
前
出
「
房
女
別
居
覚
書
」
14 
田
副
、
明
石
と
も
名
字
の
み
が
記
さ
れ
て
い
る
た
め
、
人
物
の
特
定
は
難
し
い
が
、
前
出
の
鍒
蔵
資
料
中
に
も
田
副
、
明
石
の
名
が
見
ら
れ
る
。
明
石
は
、
東
條
琴
台
の
子
で
鍒
蔵
の
異
母
弟
に
あ
た
る
、
明
石
範
貞
と
思
わ
れ
る
。
範
貞
は
明
治
十
八
年
に
は
東
京
に
住
居
が
あ
り
下
田
の
家
族
と
関
わ
り
が
あ
っ
た
（
湯
浅
嘉
一
編
『
明
石
八
十
年
史
』
明
石
八
十
年
史
刊
行
会
　
一
九
七
四
参
照
）。
ま
た
、
明
治
四
十
四
年
の
「
下
田
う
た
改
名
願
」
に
親
族
と
し
て
田
副
と
し
の
名
が
あ
る
。
下
田
の
祖
母
貞
の
姉
は
田
副
氏
に
嫁
い
で
い
る
。
15 
愛
甲
晴
美
「
下
田
歌
子
の
母
、
平
尾
房
子
に
関
す
る
調
査
報
告
２
―
平
尾
房
子
書
簡
　
夫
平
尾
鍒
蔵
宛
―
」『
う
た
子
だ
よ
り
』
第
３
号
　
実
践
女
子
学
園
Ｐ
Ｊ
研
究
　
下
田
歌
子
研
究
所
　
二
〇
一
三
年
16 
下
田
資
料
「
日
本
漁
網
会
社
設
立
一
件
」。
前
出
「
鍗
蔵
行
状
に
つ
い
て
聞
書
」
か
ら
、
明
治
二
十
五
年
頃
に
は
鍗
蔵
の
事
業
が
う
ま
く
い
っ
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
17 
下
田
資
料
「
下
田
家
戸
籍
謄
本
」
に
よ
る
と
、
下
田
が
廉
亮
を
養
子
に
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
前
出
の
平
民
新
聞
の
記
事
に
は
、
下
田
の
戸
籍
を
写
し
た
と
思
わ
れ
る
記
載
が
あ
り
、
廉
亮
の
こ
と
も
書
か
れ
て
い
る
。
（あいこう・はるみ／実践女子学園下田歌子研究所研究員）
